
日時：2013年3月8日（金）12時～3月10日（日）14時
場所：日本福祉大学（宿泊は愛知県美浜少年自然の家等）

対象：災害復興支援に向き合う全国の学生
※高等教育機関（大学、専門学校等を原則とします）

内容

■災害発生から72時間、被災地での大学の役割。

■避難所から応急仮設住宅へ、コミュニティ形成時期における支援を学ぶ。

■東日本大震災の経験から、学生ボランティアによる子ども支援を考える。

■東海地震想定でのアウトリーチとニーズキャッチを体験する。

■災害復興支援活動を支えるファンドレイズを考える。

■避難所設置運営と炊出し体験 等

第3回となる研修会のテーマは「地域における災害時の大

学・学生の役割」です。第1回でのテーマ、【続ける力】【生み出

す力】【備える力】【向き合う力】【見極める力】【つなぎつむぐ

力】に続き、第2回は具体的な拠点整備と運営の仕組みづくり

を学びました。そこで今回は、東海地震発生を想定し、被災し

た地域の支援拠点となる大学や周辺施設を活用した大規模な

シミュレーションを実施します。

愛知県知多半島の美浜町を会場とし、海沿いの地域の避難

所となる海抜26mの日本福祉大学キャンパス等を活用させて

いただきます。災害発生時から避難所、応急仮設住宅へと時

間の経過とともに変化する支援について、みなさんで考えてみ

ましょう。

【お問い合わせ】

NPO法人 いわてGINGA‐NET
email：ginganet2012@gmail.com

※今後の被災地支援や起こりうる自然災害、日常の防災・減災活動に向き合う学生を対象とした研修会です。

※本研修会は文部科学省事業として、岩手県立大学と日本福祉大学、NPO法人いわてGINGA‐NETが実施しています。

【お申し込み・研修会の詳細】 ※先着80名
NPO法人 いわてGINGA‐NET公式HP
http://www.iwateginga.net

参加費 7,000円
※食費・宿泊費の実費

◆無料送迎バスのお知らせ◆

関西、東北から２コース

無料送迎バスが運行されます。

詳細は参加者あてご案内いたします。

◆講師陣◆

災害ボランティア活動支援プロジェクト会議

児童健全育成推進財団等

東日本大震災の現地支援者

大学での炊き出し風景（2012年）

【持ち物】

※筆記用具 ※2泊3日の生活用品

※寝袋の準備が必要です



３月８日（金） ３月９日（土） ３月１０日（日）

6:30 コースA 起床 起床
＊岩手発：22時（前日） 朝の集い
＊東京発：06時 朝食 朝食
コースB 地域資源の活用
＊神戸発：06時 移動
＊大阪発：07時 □Activity－13
＊京都発：08時 □Activity－06 つながりとひろがりの時間

子どもを取り巻く環境と
災害時の支援の可能性

□Activity－07
近隣地域ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸのヒントと
炊き出しの流れ

12:00
昼食持参 昼食 昼食

地域資源の活用 地域資源の活用

□Activity－01 □Activity－08a □Activity－14
全体オリエンテーション 地域を知るﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ体験 全体ふりかえり

□Activity－02 □Activity－08b ＊現地発：14時
美浜町の概要と既存の防災体制等 地域協働型の炊き出し体験

□Activity－03
災害発生からの72時間を考える

移動 ＊京都解散：17時30分

18:00 □Activity－09
施設オリエンテーション 炊き出し（食事）場面の共有

＊大阪解散：18時30分

＊東京解散：19時00分
夕食

＊神戸解散：19時30分
入浴 入浴

地域資源の活用

□Activity－10
□Activity－04 大学と地域のつながりを考える
大規模自然災害と学生ボランティア

□Activity－11
DoNabenetのねらいと効果

□Activity－05
時系列で観た現地ニーズと □Activity－12
学生ボランティアへの期待 避難所設置運営の現状

21:00 就寝 就寝 ＊岩手解散：09時00分（翌日3/11）

体育館にて避難所体験
※プログラムは変更となることがあります。
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